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予想の分散 と一時的 均衡

吉 田 真 理 子

序

ジョーン • ロビンソン〔14〕は，均衡利子率に影響 

を及ぱす要因として，00人々の予想の状態，（2)貨幣の 

供給量のふたつを挙げている。（1》の予想の状態とは， 

利子本は近い過去に経験した平均水準をめぐって変励 

するだろうという個人の予想の状態を意味している。 

近い過去に経験した平均水準が現在の水準より高い場 

合には，人々は，利子率の騰貴:を予想し，この逝の場 

合には，禾IJ子率の低下を予想するだろう。しかし，そ 

れでもなお将来の任意の時点における水準については 

不確実性が存在する。特に次のふたつの場合を考えて 

みる。（1)各経済主体一人一人が利子率に対して主観的 

確率分布を持っている場合。（2)(1)の意味での主観的確 

率分布が社会の成員たちの間に分布して、る場合であ 

る。

第 1 の側面に注目した研究としてはトービン等の資 

産選択の理論が拳げられる。そこでは債券の将来利子 

率に関する不確実性の下で，その債券に含まれる危険 

と期待収益の种量を！!じて資産選択を行う投機家の行 

動が分析されている。

本稿では, これとは方向を違えて第2 の側面に焦点 

を合わせてみる。これはヶインズが流動性選好面数を 

導出する際に言及した市場の不確実性の考え方に類似 

していると思われる。即ち各主伴は自分の予想に完全 

な確信を抱いているが，その予想値がま体によって異 

なるため，社会全体としては予想値にぱらつきが生じ 

ているという想定を行うのである。

またジョーン . ロビソソソ 〔14〕は, 人々の将来利

■.注（1). K e y n e s〔11〕飢 3章，辦 5章，特にp p . 172参照。

子率に対する意見の分散が大きけれぱ大きいはど，一 

定の貨幣供給f t の変化による債券価格の疲動も大きぐ 

なるだろうと推測しているが，これは貨幣政’策の立;^ 

力、ら見て重大な発言だと思われる6 この推測の当否を 

厳密に検討するための準備作業として，上で述べた想 

定に基づいて当該の問題を分析するための甚本的モデ 

ルを設定し，一時的均後Jの存在!E明を行うのがこの論 

文の目的である◊

I . 想定する経済の基本的枠紙と仮定

■ここで想定する経済には《種の消費財，年 1 ドルの 

収益をもたらす永久債券，そして貨踏が存在するもの 

とする。貨幣価格は1 に等しいとする。永久債券は1 

锋類のみ存在し，その利子支仏は貨幣の形態で個人と 

は別の主体である政府によって行われるものとす;^6 
経済活動の計画期間は2 期間とする。また人々の選 

好は 1 期と 2 如の消費財の消費量にのみ依存し，貨幣, 

債きを保有することからは独立とする。人々の選好関 

係はすべて共通とし，将来の予想価格のみが互いに異 

なるとする。これぱ不さにきつい定と思われるかも 

しれないが必ずしもそうではない。何故ならぱ，第 I 

に我々の間題が人々の予想のばらつきの大きさが均衡 

利子率に与える効果を分析することにあるため，この 

侧面を純粋に取り出すためには,むしろ人々の選好は 

共通と仮定するのが有益だからである。また第2 には 

選好が人ごとに異なっている場合にも本質的には，同 

様の仕方で存在証明を行うことが可能であることが明 

らかであるため，問題の非本貧的な煩雑さを避けるた 

め人々の選好の共通性を仮定することが得策と思われ
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( 2 )

るからである。

以下に分析のため使巧する記号を列挙する。

ん ：/期の財の需要ベクトル 

m : t 期の貨幣の需要量 

ろパ《期の債券の需要量 

P t  ： f 期の財の価格べクトル 

i t  ： t 期の利子率

も : t 期の財の初期保有量をまわすぺクトル

h : 1 期における債券の15期保有量

：1 期における貨幣の初期保有量
( 4 )

各個人の消費可能猫合をぜ= K r で表わし， X ニ 

(ズ1 ,ダ2) Gぜとする。ど上には選好を示す完全な擬順 

序:^が定まっており，それは次の仮定を満たすものと 

する。

価格が 1 であるととから， 価格の染合は ]P =  ]R ?r X

{ 1 } でまわされる。 また主体の空間（Q， め は

確率空間とし，この主休と2 期に成立すると予想され 
. ( 6 )

る伽格との関係を次の函数P で表わす。

( R n s  め
C8)

(p ： (Q , め .

仮定7 ，旧数^̂>は可測函数であも，

仮定4 から次の境界条件が導かれる。值し8 M r H t  

(« + 2)次元ュークリッド空間における非倉象限R ?+， 

の境界をまわすものとする。

境 界 条 件 P の点列 {/>レ}について，もしもが —̂ ト: 

が か ，ま た は +  ならぱ， 任意の;?リG 
((/>りについてIIパ ||-> +  ooとなる

H . 均衡点の存在誕明

仮定 1 / / 上の選好関係はすべての主体について共 

通とする。

仮定 2 (還好の連続性）どんなズ' G / jについても 

集合{ズ£ が| ズ’ゴズ}および {ズ0 ぜ|ズゴズはともをこ 

集合がの中で閉じている。

仮定 3 (違好のほ性）ズ，ズ に つ い て も し ズ ' <  

ズならぱ义'ぺび义+  (1 —《) 义’0 但し《は0 < « < 1 の任 

意の定数。

仮定 4 (選好の举調性）ズ，ダ’ G i /について，もし

ズニズ/ならぱズ-<ズ/。
(S)

仮定 5 x t ^ O

仮定 6 ホ 1 , ' B i ,み，もは务ノ<すべての主体に共通 

な値とする。

財の価格はすべて正とする。 シ期の利子率をU で表 

わし，債券収益を年1 ドルとしたことから#期におけ 

る債券価格は1が《となる。1 /U ニが +̂ 1とすると，貨幣

ここではI ぎで述べた仮定の下で，想定する経済の

現物市場に需要と供給が等しくなる状態，つまり 

時的均衡J が必らず存在することを!E明する。 

仮定 2 から主体の選好は連続実数値画数，

U こ— M

でまわされる。主.体の選好を共通としたことから効用て

画数もすベての主体について共適となる。また仮定4
(12)

から函数びはズニ（ズ1，ズ2 )について擬111]となる。 一方 

1 期と 2 期の予算制約式は以下の2 式で表わされる。

P i^ i  +  till + ， 1 ^ P i ^ i  +  WI.1 +  —̂し +  ゐ1

一  h
P ^ X i ^ p i X i  +  WiH■—J^ +  Î

(1)

(2)

(2)式 の 左 辺 に ろ 2が含まれないのは，経済活動の 

t十画期問が2 期問であり，'しかも効用函数が賀幣，債

注（2 ) 選好が主体によって與なる場合については附を录で証明する。

( 3 ) 各主体について考■える時には，各ノ■rの記号に" なる添字が必耍だが，ここでは常に個別生体のみを考えるため省略す 

。 .
( 4 )  R>!fニ {%g]R"’|a：■ニ0 ；* ,ズ％ ..., i.e. for all i}

E«<++ニ レ リ ズ ニ <>1，ダ’，" ‘，：v»>)>0； i.e. ズ<>0 for all /}
( 5 )  F fニ り > 0(半JE)は, を 0 (for a l lりでしかも少なくともひとつめi に'o いては,""^{>0なることを意味する。

( 6 ) 空問f tと，その部分集合のあるび-集合体ダと，その上にえられた測度パとを組にして（仏 ダ ，f i ) と書き，これ 

を測ffi空間と言う◊ 特 に / ニ  Jの時，（A, V , が）は植率空問であるとK う。

( 7 ) ダはボレルび-集合体をまわす。

( 8 )  が可測函数とは，任意のガダについて?ダとなることを言う

( 9 ) この前■:明はGramlmpnt〔5 〕 t*か position 4.2の証明を参照0
( 1 0 ) 詳しくは本稿PP. n o 神式，诚式参照。

( 1り （12) D eb reu〔2 〕第 4 章参照。
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予想の分散と一時的均衡

券には依# しないためである。各式の右辺はその期に 

使える購買力を表わしているが，特に(1)式のら/ / ,は 1 

期のあ)期保有廣券を販売することから得られる収入を 

表わし，る1は初期保有債券の貨幣形態での利子収入を 

表わしている。 2 期の予算制約式についても同様であ 

る。

ここで次の行動仮説を想定する。即ち，生体は1期， 

2期の予算制約式の下で，自らの効用を最大にするよ 

う各期の財，貨幣，債券の需要を決定するとする。ま 

た分析順序としては，第1に1期の行動を暫定的に固 

定し, その下で2期の最適な財の需要量を求める。次 

に2期の需要面数によって得られる間接的効用函数を 

最大にする1期の最適な需要行動を決定するという方 

法をとる。

★ず暫定的に1 期の財，貨幣， 債券の需要量ズぃWi,

を所与•とし, しかもら，P 2 が与えられているとする。 

主体は2 期の予算制約まの下で彼の効用を最大にする 

ズ2の最適値ね*を求める。ぶ2 の購入可能集合は次式で 

表わされる。

{ズ2 £ 殷 り /»2ダ2さ />2も + 访 1+

(3)

レンマ1 色iOCutt lu b i ,  *’5：, P i) ぱコンバクト値か

つ迪綺な免合値函数である。

証 明 す べ て の V についてズ2レ€ ^ 82なる点列{ ズ2*0 を 

考えズ2リ- > ズ2 'とすると，ズ か つ タ 2ズ2 'さんも+  

W i + - | ^  + み1が成立することから/92は閉集合となる。 

/92の★ 界性についてはズ2 ^ 服 J より下への有界性は 

明らか。また / > 2 > 0 からもの上への有界性も明らか 

であるためク2 はコンパクト集合となる。一方，仮定 

5 から />2；f 2 # m i n / > 2 j H = 0 となり， アローの反例が 

み1 ,h,ん）は連続な集合値旧 

( 証了）

A  (ズU ,"1,め1,らん): 

ゐi}

除かれて，/̂2(ズl,Wi
(13)

数となる。

レンマ1 と仮定2 の効用函数の連続性により最大値 

の定理が適用可能となる。つまり2期における最適な 

財の需要量 ’

^2* ：

が存在，し，しかもa：2*(ズ1,»ら，ゐ1,-i i ,  P 2) は非空，コ 

ンバクト値かつ優半連続となる。同時に2 期の予算制 

約式の下で最大化された間接的効用函数

び O i , Xi *{xx ,n i i，ろ,，1*2.ん)〕

ニ び * ( • ^ i ， & 1 ， i n  ん ）

は連続函数となる。

レ マ 2 U * w ij iみぃ（2，ん）は，（ズぃ,ガぃろI〉
について擬[H]である。

証 明 ら ，んは，任意に0 定して考えるため，£/*(‘） 

やズ2* ( • ) の独立恋数のうちソ2, p 2 は省略して書 

くことにする。 (ズ1(り，"ヴり，6 ,め）3 ズ2【り，乂 2* 
レぐン，Wi(2), み1(2)) ヨ:について各々の凸結合を 

ズ2, n i l , ゐ1 とする。
(15〉

> + ( 1  — 《)A ：1 ロ〉ニズ1

« ズ2ひ〉+  (1 —《) ズ2(" ニ -も 

«;«1(り +  (1 — <0"ら… ニ "ら
« ろ/ り+  (1 — or)ゐ,(》二ろ1

0D 

{iiO 

(iv)

仮定3 よ り 効 用 面 数 X ,)は擬IHであるから，

もしび（ズ1(1),ズ2り〉）> び（ズ1…，ズ2ひ〉）ならぱ， U  

(ズ1 ,ズ2) > び（も ズ 2ロりとなるo>^2…，ズ は 2
期の予算制約式を満たすから★の2式が成立する。

み， .+  み I" (V)

PzXi^^^ ̂  PzXt +  W, —— ■+も(ね (vi)

{v)X« +  (v i)x(l —or).を求めると，，

'.みp2̂ 2̂  +'— b \
1%

となり，ズ2は W i ,み1 に応ずる2 勘の予算制約式を 

満ナこすことになる。一方も!* (ズU み1 ) は 2 期の 

予算制約式の下で効用を最大にする値であるから， 

U ( j J C "ズ2★ (ズU み1) ) ^ び（ズ1, ズ2) が成立する。 

との不等式と先のび（ズ1 ,ズ2 ) > び（ズ1(" , ズ2(" )の  

関係式により， U  (ズ1 , ズ2*(ズ1，» h , み 

ズ2…） が得られる。 つまりもしび* (ズ1(り, . り，

みパ1 ) ) >C 7*レ ,《), W i< " ,ゐ/ " ) ならば，ひ* (ズ1, 

nh,  & i)> £ /* (a V " , .w  « > ,み, … ) となり，間接的 

効用函数ひ * ( ズ1 , » h , ろ1) は明らかに擬 inrとな 

る。 ‘ ’(証了），

2 期の場合と同様に , ん, p2, を~-定として1 

期の予算制約式の下で間接的効用函数ひ*を最大にす 

るズ1 , m i , み1 の最適値を求める。 1 期の財，貨海，廣 

券の購入可能柴合を次式でまわす0

fi iCPi，i i )  =  { ( X u  »h> み，）s]R ?+リんズi +

注(13) D eb reu〔ン〕第4 享参照。

( 1 4 ) 最大値の定现については，Hildenbratid〔9 〕pp. 29-^pp. 30 Theorem 3 及びCorollary 参照。

(15) « は，0シ の (I-意の定数とする。 '

— 一1 5 1 (261)'— — '
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b 、
-さ ん  W i ' + " ! 1 + — ^ し  +  5 l . }  ( 4 》

レ ; マ 3 ん （/ > 1 , I I ) は コ ン パ ク ト 値 か つ 連 統 な 集

合値困数である。

紅 明 レ ン '^ 1 と同様'1?ある。 （驅了）

レンマ3 と間接的効用函数び* (ズぃm " ろ, ， i n  P:)  

の速統性によって最大値の定理から財，貨幣，債券の 

需要岡数

C ： P*— >R：+*
が求められ，これは非空コンパクト値かつ優半連続と 

なる。

個々の主体の需要函数を彼定7 に基づいて集計し，

社会全体の需要函数を求める。

' まず一般論として： (Q . / 0 - > i r を可測集合

値函数とするとき，その積分を以下のように定義する。

(16)

定 義 は ^ の可測選択}

主体とその予想価格との関係を画数^でまわすこと 

はすでに述ぺたが, こ の 関 係 を 各 個 人 Q について 

まわすと，

9  : の— »• (/>z((«)» ら(a>))
なり，この式から车体の需要函数はC (ん，i i , p ( c o ) )

と書きまわすことができる。先に誕明したよテに C 

( P i， ん，》’2 ) は傻半連続であるから可測集合値函 

数となる。また仮定7 より》(《) も可測函数であるか 

ら， ぐ(A , < 1 .9 ( ^ ) )も当然についての可測级合 

値函数となり，先の積分の定義に従って面数C (ん， 

も，< p M ) も積分が定義可能となる。即ち，社会全体
U 8)

の霜耍函数は以下の式で求められる。

厂（ん，へ）ニ I C ( P i，i t ,  ( p W ) d K の) ( 5 )

A um annの 定 揮 多価函数F  : X  x  Q »*股"が優

半速続ならぱ， J F (ズ rtf)ゴパめニ⑦(び)は優半速 

続である。

証 明 Aumann C O 参照。 （証了）

レンヌ4 r (ん, /,)は優半連続かつlibコンパクト愈

の柴合値函数である。 .

紅 明 す ( P i，h ) が優半連繞であることは，ぐ（ん， 

i i ,ん，h ) が傷半連続であることからAumanゎの定 

理により明らかである。 (ん，*i) の凸性について 

は，まず）*(1〉， e r  ( p „  i , ) について，r(りニ 

r… = j y … を満たす可測選択/ (i〉, 
/ もが存在し， し か ( / 0  CG (C (ん，ら，ん， 

と））なる関係が成立する。 まナこレン 2々 より間接 

的効用函数び* は 擬 IH)であるから〔(ん t ' l ,p „  i , )

はa 値の集合値函数である。よって/ ニ《/ … -ト（1一 
ひ，なる/ もCの可測選択となり，J f d i i ^ n p , ,  

i i ) が成立する。故にr (カぃぶ1 ) はif!i値の集合値函 

数である。

最 後 に / " ( ん ， « ■ , ) が コ ン パ ク ト 値 に な る と と に つ  

い て は 次 の よ う に 示 せ ぱ よ い 。 主 体 の 需 要 函 数 C ( ん ， 

i i ,  P a ,  i i ) の 任 意 の 可 測 運 択 ， に づ い て 一 i u  

P i t  i t ' )  ^ y ( . P i t  言 u  P 2 ,  ^'2 ) さ ダ （/ * " し  P i t  ^ 2 ) な  

る 可 積 分 函 数 i i  

し た か っ て C ( ん ， * 1!

となp r (ん

価格の免合P から非空コンパクトかつ[^^の部分集 

合列{ P レ}をとり，P レC P レ+1(P=M, 2, . ，.）かつ]P C

U P リとする。

レンマ5 IPレにおいて超過需要函数むよ凸コンパク 

ト値かつ優半連続め猪合値® 数である。

IE明 明 ら か 。 （証了）

レンマ5 とP リがコンバクト柴合であることからを

ん，h ) が必らず存在する。
(19)

P2i *2) は閉値かつ積分有界 
(20)

f ' l )はコンバクト値となる。 （証了）

注( 1 6 ) 可測選択とは/ が/ :  ( f i ,ぺ の 一 価 可 測 面 数 で ，しかも，G ( / ) c G ( F )のこと。但しG ( ♦ ) は面数のグ 

ラブをわす。

( 1 7 ) 丸山徹〔13〕参照。

( 1 8 ) 主体の空間n の上での積分は予想価格の空間K"+t*の上での辕分に変換するととができる。9 が仮定7 より可測函数で 

あるこ と か ら ， 任意のi S e ダ，に つ い て ， 0 - i O B ) g ダ と なり，次式が定義可能となる？

つまり，こ の 定 翁 に よ っ て ダ ）にも新しい測度リカ*、決定され，( 5 ) 式は!;TFのように書き換えられる。 

C(^»* ^ 1)—J  p « + 1 C C/ î» し  it)dvCPn>  ^0

( 1 9 ) 染合値旧数p: ( f t ,  V , に つ い て ，

一 g (が）' K か）ざダ(が） fo** every
なる可積分困数$r ： i i — が存在する時， <pは積分有界であると言う，詳しくはHildenbrandd〔 9 〕pp. 62

参照
(20) m idenbfand〔9 )  pp. 73, Proposition 7 参照©
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予想の分散と一時的均衡

( P » 0 もコンパクト集合となり, この棠合る（P レ）の 

凸包をZ レとすえとZ リは凸コンパクト集合となる。あ 

る与£ られたS レの元2 リについてP レの元の集合を次 

式で定義する。 、

定 義 M (スりニ { g s p リな‘ 名リニM m 力. 2 " }
J > e p  レ

レンマ6 レリ）は凸コンパクト値かつ優半連続 

である。 '

証 明 集 合 ]p yはコンバクト集合であるから;から 

p y への集合値函数を考えるととれはコンパクト値 

となり，しかもP レがズから独立であることよりこ 

の集合値面数はスジについて連続となる。また/»パ 

が連続な実数値函数であることから最大値の定理に 

従ってM O » 0 は非空コン/ 5クト値かつ優半連続と 

なる。次にルr (^ » oが 値 に な る こ と を 示 す と ， 

« e ( 0 . 1 ) に お い て の 凸 性 か ら の Gル/ レリ）, 

g M ( 2 りなるヴ 1 , び2について次まが成立す:^。

« も+  (1—《)ヴ2G J P リ （り

また スリニo r M a x  P • (ii)

(1  一《) ヴ2 , パ = (1  一 《 ) M a x  P  • (iii)

(»}式と制式を辺々加えると，

叫 1 •之レ+  ( !  — « ) も •ダレニM a x ]&ゾリ g M ( パ ） (iv)

となりi l / (パ）は凸値となる。 （証了）

定 理 仮 定 1 〜 7 の下で均衡点が存在すろ。

IE明 レ ン マ 5 ,  6 より € (が0 ,  M ( スジ） は 共 に 凸  

コンパクト値かつ優半連統だからM O »0 x e (カリ）
も同様の性質を持つ。ここで次の集合値旧数g を考 

える。’ . -  ’ .

Q ： 0 ジ，ズレ）一 ^ M (> y )xを(/>リ）

g の定義域は /> " e p リ，；?レ 力 、らP リx z リとな 

り，値域もレレ ）c P リ, Cひレ）〔Z リから同様にP レ 

X Z レとなる。P リ，Z シは共に非空凸コンバクトの集 

合 だ か ら リ も 当 然 同 様 の 性 質 を 持 つ 。 よっ 

て角谷の不励点定理が適用され集合Q (/»!>, 2レ）は 

不 動 点 （が '，パ '） 2 ^ 0 を有することに 

なる。との関係式から/ >レ'G M (パ ' )， をひレ/) 

なる関係が得られる。

方仮定4 , レンマ2 そして間接的効用两数び* 

(ズ1，" h，ろ1， 2̂1 P z t も）か連続である .ことから 1 

期の予算制約式は參号で成立する。つまりこれを社 

会全体で集計することによってパ/ 0 のすベての元 

ズについて/ • • ズニ0を得ることができる。この式は 

« リ/ が (/> 1̂ /)についても成立することから次式が導 

力、れる。

P リ' . Zリ，ニ0 (i)
ま た の上への有界性については任意に 

をひとつ画定した時， { p y } の定め方から充分大き 

なすぺてのVについて力e p レが成i t するためこれ 

らり充分大きなレについてはikf(；2リ） の定義より，

J f ，Zリ' を！)リ' *  z リ' (ii)

なる不參式が成立する。故に{り，Oi》式から以下の式 

が得られる。

P  • ， (iii)

(iii)式においてもしlim Zi^^— + o oならぱ必らずlim 

Z广 =  一00なるj が存在しなけれぱならない。しか 

しこれは先の {2 ジ'}の下への有界性に反するため 

結 局 は 上 に も 有 界 と な る 。

次 に に つ い て で あ る 力 ; ，この下への有界 

性はま明である。上への有界性については境界条件 

より上に有界でない時Kiは {>?リ' }の有界性に反す 

ることから明らかである。以上でレレ'} , {/>リ/}は共 

に有界点列となり,必らず収束部分列を持つことに 

なる。そこで一般性を失うことなく

l i m z ^ ^ ^ z * ,  Vimp'^^ =  p *  (tv)

なる極限値の存在が仮定可能となる。

最後 に （/>*, Z * ) が均衡点になることを示す。まず 

他)，（M武からどんな / > G P に つ 、ても次式が成立す 

る。

P  • <2*^0 《V)
とこで点 (I, 0, ‘' . 0 ) = e ,を 考 え に つ い て  

とすると，M式よりe ， ミ0 なる関係が得ら 

れ，第 1 財については 1*さ0が成り立つことになる。 

同様のことが第 / 財 （《'ニ1 , 2, « + 2 ) について

も言えるため，結局次式が導かれる。

パさ0 (vi)

一 方 {パ ' } の有界性と境界条件からが*e p となり， 

しかも超過需 要 函 数 は コ ン バ ク ト fiiかつ優半 

連続であるから, そのダラフはp x ] R "+»め中で閉 

じているため以下の式が得られる◊

z *<b H P*) (vii)
p > 0 からダ * > 0 が成り立ち，かつワルラス法則か 

ら s />{* * ズシヨ0となる。 したがって（vi)式より 

さ0であるからズ〜 = 0  (<‘ =  1 ,2 ,  . ‘.，n + 2 ) となり， 

z * = 0  ，綱 .

が成A することになる。输式によって力*で市場の 

均衡が達成されることが証明されたことになる。

(証了）
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附 愈

ここでは，選好が主体によって異なろというより一 

般的な場合を考え，そこにおいても本質的には本文と 

同様の均衡の存在誕明が可能であることを明らかにし 

たい。つまり週好擬順;?^の集合に位相を導入すること 

によって経済の構造をより一般的に描写し，その経済 

モデルにおいても一時的均衡が存在することを証明す 

る。

ゴは]における完全かつ速続な選好の擬順序を表 

わし, この擬順序ゴが作る染合をダとする。まずこ 

の集合^の位相を以下で示すような自然な仕方で導 

入する。

いまR t"の部分策合Gゴを次のように定義し，これ 

を:^のグラフと呼ぶ。

定 義 （ズ，y e G ^ ) < ^ x ：i y  

また仮定2 の選好の速続性からGゴは]の閉部分柴 

合となる。K t"におけるふたつの選好の擬順序が異な 

れぱそのグラフも当然異なり，その逆も成立すること 

からゴとGゴとは同一視して考えることができる。し 

たがって以下ではGゴについて考察する。

ここで準備として次のふたつの事柄を明示しておく。 

(1》 距離空間び , V ) のコンバクト集合/ ( u にっ 

い't i M . ) を次のように定義すると，

定義 (も ）ニ レ り - (ん  / ( i ) < e } .

一般に銀合が1, K 2の間にゆHausdorffの組離

5 ( / ( „  / Q  ニ i n f  { e >  0 1 / ( I C  . /ら  C  . ( / ( I ) }

を定めることができる。

(2) A lexandrov の "one-point compactincaton"

の定理

定 理 （X , を局所コンバクト，H ausdorff空

間とする。义に一点（理想点) 'ズ~を付加して得られ

る空間を

X *ニズ U{^»}

とすれぱ，これに次のような条件を満たす位相を定

めるととができろ。

(i) X *はコンパクト， H ausdorff空問である。

( i i ) 义*から導入されるズの相对位相は^とー致す

る。

英際ズ*の 位 相 を

グ * ニ《̂ リ{ (义'V り U {も4  | /ぐは1 のコンパクト

集合} と定義すれぱダ*が所望の条件を満足するこ

とを確認するのは難しくない。

以上 (1》，（2)の準備の下で集合ダに位相を定義 

することができる。 ま ず は 局 所 コ ン パ ク ト ， 

H ausdorff空間であるから，上記の定理に従い，そ 

の"one-point compactification**

Z = K n " u { A ：co}

が存在する。また先に述べたようにゴはKi "の閉部 

分集合であるから，やはり上記の定理を用いてGゴリ 

{ズ„}も义= IU" U {ズ<»}の新し'^、位相ダに関する閉部 

分镇合となる。コンパクト空間の閉部分集合はコシパ 

クト，合であることから，Gゴ リ{ズの}は（あ #)の コ  

ンパクト部分集合となる。

ことでふたつの樂合GゴU {ダ《} とGゴ’ U レ„ } との閩 

に距離5 を定義する。（叉,^)は賠磁付け可能である 

から，そのコンバクトな部分集合GゴU {ダ<4とGゴ/リ 

{ズ„}については先のHausdorff.の距離<5が定義可能と 

なる。 つまり擬順序ゴ，ゴ' に間の跑離P は以下の定 

義式で表わされることになる。

パ ::̂ ，ゴ0  三*5{G=s U {ダ《}, .<?ゴ/ リ{ズ<„}}

S は H ausdorffの昭離でありこれによって Ife合 ダ  

に位相が定義されたわけである。

以上から経済の構造は，各 主 体 Qについて，次の 

3 つの事柄を対応させる；;：とにより完全に決定される。

1.選 好 ゴ ダ

2. 財の初期保有量も ( か）e R r \ { 0 }

貨幣，債 券 の 初 期 保 有 量 bi(o>))̂ Ml
3. 予想価格 / K o ; ) e R ? ^ x { l ) s P  

そこで

^ x ( M ? \ { 0  } ) x M ? x P  =  E  

なる• £ にボレルる一集合体をえ，経済の構造をま 

わす写像 ,
ダ ： ( Q i  -------*■( 丑，が')

を次式で定義し，

定 義 ダ (£») ニ {<»)> l)t (か) ，Xt (o)J, p { o>),ゴ 

(w))

これを可測写ほと仮定する。

以下では，上記の経済モデルにおける均衡の存在証 

明が本文と同様の分析手順によって可能となることを 

示す0 まず主体の効用は各々選好の擬順)^によって異 

なるから，各主体の効)T)函数 t/"は，

ひ《ョ，（ゴ（")，ダ1 , ,ダ2)'

なる® 数；' でまわされる。この函数/の速続性は各 

£ > 0 に対して適当な 5 > 0 を取っ 'た時， ゴ/ ) <

■ 5o» P l C ^ l lズ/ )  くも，̂ 2̂(ズ2，ズ2') くもなるすへての（ゴ， 

ズ1 , X i ) につい't 不等式 A  ( /  (：：̂，ズI , ズ2) ，/  (ゴ'，
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I

ズ/ ，ズ/ ) ) < « が成立すろととから明らかである。また 

1 期と 2 期の購入可能集合は，

/9i：M|x(]R?\{ 0 } ) x p x j ^ — -+Mr^

2̂ ： R | x { l R \ { 0 } ) x P x ^ — >EJ 

なる集合値画数でまわされる。

ここでズ1 , n i l , を暫定的に固定して， 2 期の購入 

可能集合M » h , ろU も，P2, の下で効用を環大に

する 2 if jの最適な財の需要量を求める。最大値の 

定理から，

^2* ： m x ( M \ { 0 } ) x P x ^ —

が決定され，同時に:V2*(W l,ih,  X2. t2, P 2 . ゴ）から 

得られる間接的効用函数

/ ( ズ1，も* 0 " 1 ,みぃんら，P i , ゴ））ヨ/ * ( ズ1 ,，《1,

ゐ1 , ■̂21 ''2，p2t ゴ）

は速続な集合値画数となる。

次に/5i(ホ1 ,ん，も，i "  P u ゴ）の下で / * ( ズぃWi, 

み" も，h ,  A , ゴ）を最大にする1 期の需要函数なを 

求める。 2 期の場合と同様に/*(ダ1 , m „  b „ も，ら， 

ん，ゴ）が速綺であることから最大値の定理に従って 

C ： M i x  ( m / {  0 }) X P 2Xグ 一  

力’、決定される。し力、もこれらは皆優半連統となるため 

本文と问様C (Wぃみi，も， i n  Pit  j 2 ,力2,ゴ）は，すぺ 

て可測® 数となる。即ち，積分が定-義可能となり社会 

全体の需要困数が求められる。

r U h ,  i d  ニ L ら0 >ぃ h , ぞ (joY^dii

A u m an nの定理からr  (ん，/,)は優半連統かつ凸コ 

ンパクト値の集合値函数となる。故に以下の分析は本 

文と全く同様の手順で行うことが可能となり，主体に 

よって選好と財，貨幣，債券の初期保有量が異なる場 

合にも本稿の経济モデルに均まが存在するととが確認 

されたわけである。
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